
 

岡崎市現職研修委員会 

 

 

 

 

 

見方・考え方を育む 
 

岡崎市現職研修委員会算数・数学部  

 部長 鈴木 勝久  

 

小学校新学習指導要領が令和２年 4 月に全面実施されるようになって 4 年目になります。(1)知識及

び技能が習得されるようにすること、(2)思考力、判断力、表現力を育成すること、(3)学びに向かう力、

人間性等を涵養することが偏りなく実現されるよう、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通し

ながら、子供の主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を行うこと、その際、「見方・考え方」

を働かせ、学習の過程を重視して充実を図ることが求められています。 

小学校２年生で学ぶ、九九の学習に注目してみます。「かけ算(1)」「かけ算(2)」「九

九のきまり」の３つの単元から構成されています。「かけ算(1)」では、５・２・３・４

の段の順に構成され、数図ブロックやアレイ図を使って、１つ分が同じことから累加

のイメージをつくり、かけ算のイメージを構成していきます。「かけ算(2)」では、６・

７・８・９・１の段の順に構成され、アレイ図を使って「１つ分」「いくつ分」の理解

を深めます。しかし、「かけ算(1)」の学習活動と重なる部分が多く、単調な指導になりやすい弊害もあ

ります。「九九のきまり」では、九九の表からきまりを見つける中で、同数累加、交換法則、分配法則

をまとめます。しかしここでも「九九のひょうで，２つのだんをたてにたしたり ひいたりしてましょ

う」の課題（啓林館２年下教科書 P75）を出すと教師主導型になり、子供の問題意識を十分に引き出

せない弊害もあります。 

そこで、次のように構成を変えてみてはどうでしょうか。まず、「かけ算(1)」で５・

２・３・４の段に１の段を加えて構成します。そして、１～５の段の九九表からきま

りを見つける場を設定します。すると、５×３の答えと３×５の答えが同じになるな

ど、「被乗数と乗数を入れ替えても積は変わらない」という乗法の交換法則を見つけ

ることができます。ここには、帰納的な見方・考え方が働いています。そして、その根拠はアレイ図を

用いて説明することができます。このことは、１～９の段の九九表から見つけるよりも見つけやすい

のです。 

次に、「かけ算(2)」で、６・７・８・９の段を構成してくのですが、

「かけ算(1)」の学習で使用した４の段と２の段のアレイ図を並べて提

示し「今日は何を勉強しようか」と問いかければ、類推的な見方・考え

方が働き、「６の段が勉強できる」と、子供たちが本時の課題を見つけ

ることができます。そして、提示されたアレイ図から、「もしかすると、

４の段の答えと 2 の段の答えを合わせると６の段の答えがでるのでは

ないか」と分配法則に気づく子供が現れます。さらに、「６の段は１の段と５の段をたしてもできる」

「３の段と３の段をたしてもできる」と気づきます。ここにも類推的な見方・考え方が働いています。 

このような段階を踏めば、最後の「九九のきまり」において、10・11・12 の段を子供が主体的につ

くることにもつながります。つまり、子供に数学的な見方・考え方を意図的に育んでいけば、既習事項

を生かして、新たな見方・考え方を発見し、自分の力としていく子供が育ちます。今年度の学習の過程

を今一度見直し、子供の主体的・対話的で深い学びの視点から授業改善を行っていきましょう。 

算数・数学部発行 

令和５年５月１０日 



☆令和５年度 現職研修委員会 算数・数学部 組織☆ 
部 長 指 導 員 小学校世話係 中学校世話係 

鈴木 勝久 岡崎小 秀野 亜友 甲山中 松金 正樹 広幡小 小島由起子 新香山中 

岩瀬 竜弥 竜美丘小 西尾 修一 北 中 江藤 友美 小豆坂小 北村 優也 東海中 

加藤 嘉一 甲山中     岩野 慎也 大門小 大原 洋平 矢作北中 

      柴田 博巳 大樹寺小 岩月 聖将 北 中 
 

☆研究主題☆ 
数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、 

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業の創造 

・数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解する。 
・日常や社会の中での事象、数学の事象から問題を見いだし、協働的に問題解決を図る活動を大切にする。 
・既習事項を生かし、見通しと振り返りを大切にして追究し、新しい概念を導き出したり、内容の定着を
図ったりする。 

・基礎的・基本的な数量や図形の性質を見いだし、統合的・発展的に考察する力を育てる。 
・根拠を基にして筋道立てて考え、数学的な表現を用いて表す力を育てる。 
・ICT 機器を効果的に活用する。 
・数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題解決しようとする態度、 
算数・数学で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を育てる。 

 

☆算数・数学部の連絡☆  
① 読書会 

柴田録治先生（愛知教育大学名誉教授）と栗田万砂夫先生（元南中学校校長、元算数・数学科指導員）
を講師としてお迎えし、今年度も自己研鑽そして授業力アップに努めていきます。 
第１回算数・数学主任会で日程を示させていただきました。場所は総合学習センターとなります。 
第１回 ５月１６日（火）１７：３０～  第２回 ６月２７日（火）１８：００～  
※２週間前より会員の先生に案内をメッセージと Teamsで送信します。 

② 授業研究会 
 ・日 時 ６月１７日（土）午前  ・場 所  愛知教育大学附属岡崎小学校 
③ 三河教育研究会算数数学部夏季研修会（豊田大会） 
・日 時 ８月２２日（火）午後  ・場 所  豊田市福祉センター 
・提案者 里見涼多先生（東海中） 小学校高学年で提案 

④ 東海地方数学教育会 第７０回研究（三重）大会 
・日 時 １１月２１日（火）午後 ・場 所  開会式，講演会，分科会等全てオンラインでの実施 
・提案者 大原洋平先生（矢作北中） 小中の関連で提案 

 ⑤ 算数・数学に関わる研究会（予定） 
・新香山中学校    ９月１３日（水）授業公開 
・北中学校     １０月２５日（水）授業公開 
・六ツ美北部小学校 １１月 １日（水）授業公開 

 

☆ホームページをご活用ください☆ 

 

 

ホームページはこちらから 

授業に役立つ様々なコンテン

ツを掲載しています。ぜひ、授

業等で御活用ください。 

 

https://cms.oklab.ed.jp/gensyokukensyu/index.cfm/1,0,21,html

